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る（表 1）。  





（ a）  仮定条件  
（ b）  一般条件  
（ c）  事実的条件  
非条件接
続用法  
（ a）  文末詞的  
（ b）  提題的  
（ c）  評価的  
（ d）  助動詞的  
（ e）  接続詞的  
（ f）  並列的  
（中島 1997、1999 より、作成筆者）	








(1) ゆき子	 久男、まだ寝てんのかしら。  
ひらり	 ほっとけば、あんなヤツ。  
























	 本稿では、宇佐美まゆみ監修（2011）『BTSJ による日本語話し言葉コーパス 2011（トラ




















らない。除外する表現は表 2 で示す。  
表 2	 述語省略表現から除外する形式	
そういえば  たとえば  おさらば  
たらば  ならば  ともすれば  
からすれば  から見れば  いざとなったら  
もしかしたら  そしたら  そうしたら  
だったら＊  じゃなかったら＊  と思ったら＊  
ひょっとしたら  かといったら  からしたら  
どちらかといったら  したら  言われてみると  
そう言われると  そうすると  そうなると  
ともすると  どちらかというと  によると  
もしかすると  それなら  なら＊  
どうせなら    
（＊の項目は、文頭に現れるものに限る）  
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3.3.調査結果	
	 今回の調査では、述語省略表現は計 236 件観察され、その中で「ば」が 72 件、「たら」
が 74 件、「と」が 82 件、「なら」が 8 件である。発話機能については、先行研究で言及さ
れた勧めと願望の他にも、依頼、勧誘、意志要求、約束要求、許可要求、依頼の承認、忠
告の承認など多くの発話機能が観察された。その件数を表 3 にまとめる。また、非省略表
現の発話を抽出して考察した。結果を表 4 にまとめる(2)。  
表 3	 BTSJ コーパスにおける条件節の述語省略表現の発話機能	
  ば  たら  と  なら  
演述  合計  51	 41	 69	 6	
策動  
助言  12	 15	 8	 0	
依頼  3	 6	 1	 0	
勧誘  0	 4	 0	 0	
意志要求  0	 5	 0	 0	
約束要求  0	 0	 1	 0	
許可要求  1	 0	 1	 0	
依頼の承認  4	 3	 0	 2	
忠告の承認  1	 0	 2	 0	
合計  21	 33	 13	 2	
合計  72	 74	 82	 8	
 
表 4	 BTSJ コーパスにおける非省略表現の発話機能	
 
演述  策動  表出  総数  
ば  402	 135	 6	 543	
たら  1197	 147	 7	 1351	
と  1002	 136	 2	 1140	

















 ＜中略＞  
B：  あー、あれでも、あのー、結構ほら政情、が不安定だったりとか言う…。  
A： ええ、っていうのは、確かに、結構、報道されてたんですけど(うーん)、まあ
大体ああゆうのは、局地的なもんで=。  
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とに述語省略表現の総出現数に占める割合を示していく。F を頻度、X を接続助詞、Y を
発話機能にすると、下記のような計算式が得られる。さらに、表 3 と表 4 からデータを計
算式に代入すると、表 5 の結果が得られる。  FX-Y = &
 ' 	&
 ' 	(&
 ' 	   ×100% 
 
表 5	 BTSJ コーパスにおける述語省略表現が占める割合	







に差があるため（親：疎は約 54%：46%）、重み付けでその比率 R を比較する方法を使用し
た。計算式は下記のとおりである。このように計算される値を親疎率と呼んでおく。なお、
「疎」のデータ数が 0 の場合、R が得られないので、＃をつける。結果は表 6 にまとめる。  ! = /

	/	
   
表 6	 述語省略表現の発話機能と親疎関係の関連	
	  	  親  疎  合計  R 
演述  合計  100	 67	 167	 1.25		
策動  
助言  26	 9	 35	 2.41		
依頼  6	 4	 10	 1.25		
勧誘  3	 1	 4	 2.51		
意志要求  5	 0	 5	 #	
約束要求  1	 0	 1	 #	
許可要求  2	 0	 2	 #	
依頼の承認  8	 1	 9	 6.69		
忠告の承認  0	 3	 3	 0.00		
合計  51	 18	 69	 2.37		




	 F（演述）	 F（策動）	 F（合計）	
ば  11.3%	 13.5%	 11.7%	
たら  3.3%	 18.3%	 5.2%	
と  6.4%	 8.7%	 6.7%	
なら  5.4%	 8.3%	 5.9%	
平均  6.1%	 15.7%	 6.9%	
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表 7	 非省略表現の発話機能と親疎関係の関連	
 
親  疎  合計  R 
演述  1555	 1152	 2707	 1.13		
策動  274	 211	 455	 1.09	
合計  1802	 1359	 3162	 1.11		
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